
珠洲の未来を考えるワークショップ 【小学校まとめ】

住み続けたい
【愛着・魅力・居心地】
・珠洲が好き ・ふるさと ・今までこのまちで育ったから
・祭りが好き ・落ち着く ・住み慣れている
【人】
・友だちがいる ・地域の人がやさしい
【自然】
・自然が豊か ・景色が綺麗
【都会にはない良さ】
・都会はうるさい ・知らない町は慣れない
【やりたいことがある】
・漁を引き継ぎたい ・八百屋になりたい ・自分の店がある
・珠洲を発展させたい ・寿司屋をやりたい

珠洲に住み続けたいか

・地震が多い
（家が壊れた。道がでこぼこになった。油断できない。
景色が変わってしまった。）
・お店が少ない
（買い物に不便。いろいろなものが買える店が欲しい。）
・人が少ない
（寂しい。地震でさらに減った。）
・遊ぶところが少ない
（公園が遠い。空き地が地震の影響で減った。イオンが欲しい。）
・虫が多い。 ・静かすぎる。
・交通の便が悪い。 ・ごみが道に落ちている。

珠洲の嫌いなところ

・地域の人が優しい
（挨拶や会話をしてくれる。気にかけてくれる。野菜などをくれる。）
・祭り
（楽しい。珠洲ならではのもの。
キリコに乗ったり太鼓を叩いたりできる。）
・自然が豊か
（海で遊べる。海がきれい。緑が多い。
海や森にはいろいろな生き物がいる。）
・食べ物がおいしい（魚、野菜、お米、塩）
・芸術祭 ・観光地がある
・静かなところ ・昔ながらの伝統がある

珠洲の好きなところ

住み続けたくない
・地震が多い。 ・不便。
・いろいろなところに住んでみたい。
・珠洲から出た方が夢を叶えられる。（研究、スポーツ）

わからない
・珠洲に住みたいけれど、また地震が起きるかもしれない。
・大学で出ると、戻ってくるかはわからない。
・住み続けたいが、働く場所や住みやすさを考えたら違う場所に
行く可能性もある。
・避難で金沢に住んでいたときに、金沢の学校が楽しかった。
・祭りが好きだけど、お店が少ない。

※ 多数の意見は太字
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珠洲の未来を考えるワークショップ 【中学校まとめ】

住み続けたい
・ずっと住んでいるため、慣れている。
・珠洲が好き。（人が優しい。自然が豊か。）
・祭りがある。
・珠洲を活気のある街にしたい。
・友だちがいる。
・地震後は避難していたが、今は住みやすくなってきた。

珠洲に住み続けたいか

住み続けたくない
・仕事が少ない。 ・珠洲市を出て、幅広い職業を見てみたい。
・都会に行きたい。 ・珠洲には何もない。
・店が少なく不便。 ・遊ぶところが少ない。
・地震が多い。怖い。
・将来のことを考えると、珠洲では幅が狭まる。
・祭りは好きだから、祭りの時に戻ってくる。

一度珠洲市を離れ、将来戻って来たい（いつのタイミングか）
【学校】
・高校、大学、専門学校で市外に行く。
・大人になったら珠洲で働きに戻る。 ・どこかのタイミングで戻る。
【仕事】
・職業がないから市外で働き、老後に戻る。
・都会でやりたい仕事をしたいが、珠洲に愛着があり離れたくない。
・いろいろなことをしてみたい。
【暮らし】
・店などが何でもある都会に行きたい。
・一度離れることで珠洲の良さに気付けると思う。

【お店】
・大きなお店を増やす。（ショッピングモール、イオン、ドンキ、コ
ストコ、大型本屋）
・飲食店。（ファミレス、スタバ、チェーン店、ファーストフード）
【遊び場】
・放課後に遊べるお店が欲しい。（カラオケ、ゲームセンター、ラウ
ンドワン、バッティングセンター、映画館）
・野々江公園のような公園を増やす。
・美術館、博物館がある。
【仕事】
・仕事の種類、数が多い。 ・やりたい仕事がある。
【子育て・医療】
・子育てできる場所を増やす。 ・子どもが多い世帯に支援する。
・医療機関が充実している。
【地震対策】
・地震に強いまちにして、安心感を出す。
【情報発信】
・珠洲の魅力を発信する。 ・まず珠洲市を知ってもらう。
【教育環境】 ・高校、大学を作る。
【交通・道路】
・電車がある。 ・バスの本数が多い ・ぼこぼこ道が直っている。
【住居】 ・空き家を整備して住居を増やす。
【祭り・伝統文化】
・祭りを続けたい。 ・伝統文化がある。
【自然】
・自然が残っている。 ・自然を活かしたテーマパークをつくる。

どのような珠洲市だったら人が住みたくなるか


